
  

弥次、退席拒否等の議事妨害に関する概要 

｟令和７年９月議会 一般質問 不規則発言と退席拒否の状況｠ 

 

① 弥次（不規則発言）の回数      

 

井桁議員の弥次(不規則発言)が 

議長から制止された回数 

  ９月 ８日 ２５回以上 

  ９月 ９日 １０回以上 

  ９月１０日 １０回以上 

 ３日間の合計 ４５回以上 

弥次(不規則発言)の主な内容 

      ・勝手にやれ。  

・不当だ。 

      ・何で消滅自治体なんだその関連性を言えよ、関連を。   その他多数 

  

② 退去命令の回数    

井桁議員に対する議長からの 

退去命令の回数 

一般質問２日目 １４０回以上 

     

 

 

③ 井桁議員が退去命令に従わなかったことについての協議結果 

 （1）退去命令の正当性を議会運営委員会で確認。 

 （2）退去命令の正当性を全員協議会で再確認した後、退去期間を議会運営 

委員会で確認。 

 

④ 上記の退去命令に対する井桁議員の行動 

 （1）議長からの退去命令を受けたにもかかわらず、ずっと議場に居座り続けた。  

 （2）午後の再開時に強引に入場した。 

 （3）午後の入場後も議長から退席命令に応じず、議場に居座り続けた。   

  

退去命令を拒否し続けた結果、議事を続行することができなかった。 

このため、当日の議事は中止となり、議場の混乱について記者発表を行った。 

  

資料１ 

〈別添 資料１-１〉 

〈別添 資料１-２〉 

〈別添 資料１-３〉 



  

｟ 別添参考 ｠ 

 

① 弥次（不規則発言） 

 

弥次(やじ)とは 

会議中議長の許可を得て議場で発言している議員に対する、他の 

議員や傍聴人による、ひやかし、又ははやし立て等の言葉のこと。 

 

 

津島市議会会議規則 第 149 条(議事妨害の禁止) 

何人も、会議中は、みだりに発言し、騒ぎ、その他議事の妨害と 

なる言動をしてはならない。  

 

 

② 退去命令 
 

地方自治法 第 129 条(議場の秩序維持)より抜粋 

議場の秩序を乱す議員があるときは、議長は、これを制止し又は 

発言を取り消させ、その命令に従わないときは、その日の会議が終 

わるまで発言を禁止し、又は議場の外に退去させることができる。 


